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 元気な昭和村

村税
９億2,199万円
23.8％

繰入金
２億8,851万円

7.5％

地方交付税
14億1,000万円

36.4％

国庫支出金
３億910万円
　8.0％

自主財源
37.8％歳入

38億7,300万円

依存財源
62.2％

諸収入
5,381万円・1.4％

その他（財産収入・繰越金など）
１億66万円・2.6％

交付金…１億730万円・2.8％

村債
　１億5,200万円・3.9％

地方譲与税
　１億600万円・2.7％

県支出金
３億2,440万円
　8.4％

分担金及び負担金
3,243万円・0.8％

使用料及び手数料
6,680万円・1.7％

　

村
税
は
、
村
民
税
個
人
と
固
定
資
産
税
が
と
も
に
増
収
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度

比
１・
１
％
の
増
、
地
方
交
付
税
は
、
直
近
の
普
通
交
付
税
交
付
額
等
か
ら
推
計
し
、
前
年
度

比
２・
９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
は
37
・
８
％
、
依

存
財
源
は
62
・
２
％
で
す
。
ま
た
、
基
金
か
ら
の
繰
入
金
は
、
２
億
８
８
５
１
万
円
で
11
・
８
％

の
増
。
村
債
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
１
億
５
２
０
０
万
円
借
り
入
れ
る
予
算
を
計
上
し
ま

し
た
。

歳入

予算総額 6464億5,785万円
特別会計予算

総額 25億8,485万円
国民健康保険特別会計 13億3,315万円 （3,389万円増）

簡易水道事業特別会計 １億2,779万円 （231万円増）

農業集落排水事業特別会計 ３億5,423万円 （▲1,077万円減）

介護保険特別会計 ６億9,103万円 （▲277万円減）

後期高齢者医療特別会計 7,865万円 （▲22万円減）

（前年度比1.2％減）

 計予算

（かっこ内の数字は前年度比）
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みんなでつくろう 

平成28年度重点事業
☆緑の大地ふるさとしょうわ特産品返礼事業

607万円

☆第２子以降保育料無料化事業　　2,000万円

☆不妊治療費助成事業　　　　　　　150万円

☆家族介護慰労事業（在宅福祉）　　　550万円

★英語教育充実費（ＡＬＴ・中学生海外派遣）
　　1,928万円

★道路維持補修事業　　　　　１億5,444万円

★有害鳥獣駆除事業　　　　　　　3,599万円

★建築費（新築住宅補助事業等）　　1,606万円

★「野菜王国・群馬」強化対策事業　3,098万円

★疾病対策予防事業　　　　　　　2,396万円

歳出
38億7,300万円

民生費
11億336万円
28.5％

公債費
２億6,353万円

6.8％

衛生費
２億5,031万円

6.5％

総務費
６億2,878万円
16.2％

教育費
３億5,176万円

9.1％消防費
１億8,050万円

4.7％

土木費
２億8,997万円

7.5％

その他…406万円・0.1％ 災害復旧費…512万円・0.1％

商工費…901万円・0.2％

農林水産業費
７億1,359万円
18.4％

議会費…7,301万円・1.9％
歳出

　

防
災
行
政
無
線
の
工
事
が
平
成
27
年
度
で
完
成
、
３
月
30
日
に
開
局
式
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
規
事
業
と
し
て
第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化
、
不
妊
治
療
費

の
助
成
、
家
族
介
護
慰
労（
在
宅
福
祉
）、
緑
の
大
地
ふ
る
さ
と
し
ょ
う
わ
特
産
品
返
礼
事
業
、

出
あ
い
ふ
れ
あ
い
事
業
、
ま
た
赤
城
北
ろ
く
土
地
改
良
事
業
等
を
行
い
ま
す
。

平成28
年度

予算

一般会 

☆＝新規・一部拡充事業
★＝継続事業



３
月
定
例
会

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
７
日
か
ら
18
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

承
認
１
件
、
議
案
30
件
、
発
議
１
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
５
人
の
議
員
が
村
の
姿
勢
を
問
い
ま
し
た
。

4

人  

事

教
育
長
の
任
命
同
意

　

吉
澤　

博
通
氏
を
任
命

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

竹
内　

貞
衛
氏
を
任
命

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

農
業
委
員
の
選
挙
に
よ
る
選

出
か
ら
、
議
会
の
同
意
を
得
て

村
長
が
任
命
す
る
制
度
に
変
更

さ
れ
、
定
数
27
人
を
任
命
。

諸
田　

俊
光 

氏（
永
井
上
組
）

梶
山　

功
夫 

氏（
入
原
下
組
）

星
野　

昌
司 

氏（
宮
貝
戸
）

竹
之
内
信
一 

氏（
伏　
　

田
）

澤
浦　

太
一 

氏（
鎌　
　

沢
）

南
雲　

義
昭 

氏（
森
下
中
組
）

関
上　
　

毅 

氏（
森
下
下
宿
）

新
木　

篤
志 

氏（
南　
　

部
）

佐
藤　

光
男 

氏（
吹　
　

張
）

川
端　
　

潔 

氏（　

  

宿 　
）

加
藤　
　

剛 

氏（
常　
　

木
）

戸
部　

一
夫 

氏（
上
内
出
）

梅
沢　

裕
一 

氏（
田　
　

岸
）

池　原宮貝戸

行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ

る
提
出
資
料
等
の
写
し
等
の
交

付
に
係
る
手
数
料
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　

提
出
資
料
等
の
交
付
の
際

に
、
手
数
料
の
減
免
規
定
を
設

け
る
な
ど
の
条
例
の
制
定
。

条
例
の
改
正

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

前
記
３
案
件
は
、
平
成
27
年

人
事
院
勧
告
で
民
間
の
支
給
状

況
等
を
踏
ま
え
、
期
末
手
当
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
改
正
。

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

行
政
不
服
審
査
法
の
設
置
に

伴
う
審
査
委
員
会
委
員
の
報
酬

を
追
加
す
る
改
正
。

 

専
決
処
分

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
６
号
）

　

５
９
４
万
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
41
億
４
１
３
２
万

１
千
円
と
す
る
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー

交
換
工
事
費
等
。

条
例
制
定

行
政
不
服
審
査
会
条
例
の
制
定

　

行
政
機
関
に
対
し
、
事
務

的
救
済
を
求
め
る
第
三
者
の

チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
す
る
審
査
会

の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
た
た
め

条
例
を
制
定
。

4

石
井　

幸
夫 

氏（
滝
久
保
）

林　
　

昭
彦 

氏（
生　
　

越
）

林　
　

博
美 

氏（
中
野
上
）

林　
　

美
之 

氏（
大
河
原
）

堀　
　

達
也 

氏（
追　
　

分
）

宮
内　

勝
吾 

氏（
赤
城
原
第
１
）

佐
々
木　

淳 

氏（
松
ノ
木
平
第
２
）

橋
本　

良
雄 

氏（
松
ノ
木
平
第
１
）

角
田　

昌
義 

氏（
赤　
　

谷
）

清
水
十
三
夫 

氏（
赤
城
原
第
２
）

高
橋
さ
ゆ
り 
氏（
入
原
上
組
）

古
澤　

尚
美 
氏（
松
ノ
木
平
第
２
）

横
坂
美
智
恵 

氏（
田　
　

岸
）

瀬
下　

節
子 

氏（
三
ツ
谷
）
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情
報
公
開
条
例
及
び
昭
和
村
個

人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

　
「
不
服
申
立
制
度
」を
な
く

し
、「
審
査
請
求
」に
一
元
化
さ

れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
改
正
。

職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及

び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

人
事
評
価
制
度
に
合
わ
せ
、

「
降
任
」を
条
例
化
す
る
改
正
。

税
条
例
の
一
部
改
正

　

行
政
不
服
審
査
法
施
行
令
等

の
改
正
に
伴
う
所
要
の
整
備
な

ど
の
改
正
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条

例
の
一
部
改
正

　

行
政
不
服
審
査
会
に
準
じ
た

書
類
の
交
付
手
数
料
を
設
け
る

な
ど
の
改
正
。

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　

小
規
模
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス

等
が
、
市
町
村
指
定
の
地
域
密

着
型
通
所
サ
ー
ビ
ス
に
変
更
と

な
っ
た
た
め
の
改
正
。

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

小
規
模
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
、
市
町
村
指
定
の
地
域
密
着

型
通
所
サ
ー
ビ
ス
に
追
加
さ
れ

た
こ
と
な
ど
の
改
正
。

小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一

部
改
正

　

小
口
資
金
に
係
る
返
済
負
担

の
軽
減
策
、融
資
期
間
の
延
長
、

特
例
措
置
や
借
換
条
件
の
緩
和

な
ど
に
つ
い
て
１
年
間
延
長
と

な
る
な
ど
の
改
正
。

体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
竣
工

に
伴
い
、使
用
料
な
ど
の
改
正
。

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議

　

群
馬
県
東
部
水
道
事
業
団
を

新
た
に
加
え
る
た
め
の
協
議
。

補
正
予
算 

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
７
号
）

　

４
３
１
９
万
２
千
円
を
追
加

総
額

 

41
億
８
４
５
１
万
３
千
円

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に

伴
う
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
シ

ス
テ
ム
整
備
事
業
１
７
３
０
万

円
、
除
雪
作
業
費
等
３
４
０
０

万
円
、
そ
の
他
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金

を
増
額
。

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

88
万
７
千
円
を
減
額

総
額

 

13
億
８
６
４
１
万
５
千
円

　

出
産
育
児
一
時
金
や
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
な
ど
を
減
額
。

平
成
27
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

２
１
９
万
４
千
円
を
減
額

総
額

　

１
億
３
２
４
７
万
１
千
円

　

水
質
検
査
委
託
料
や
消
費
税

確
定
に
よ
る
公
課
費
な
ど
を
減

額
。

平
成
27
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）

　

５
０
０
０
万
円
を
減
額

総
額

　

３
億
１
５
０
０
万
円

　

新
規
施
設
管
路
事
業
費
や
戸

別
浄
化
槽
設
置
工
事
費
な
ど
を

減
額
。

平
成
27
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

６
４
７
５
万
２
千
円
を
増
額

総
額

　

７
億
６
６
５
３
万
７
千
円

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
利
用
者

の
増
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

諸
費
な
ど
を
増
額
。

平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）

　

３
２
５
万
１
千
円
を
減
額

総
額

　

７
７
４
９
万
６
千
円

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
３
０
１
万
５
千
円
な
ど

を
減
額
。

発　

議

若
者
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る

年
金
制
度
の
実
現
を
求
め
る
意

見
書

　
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の

廃
止
」、「
最
低
保
障
年
金
制

度
」、「
年
金
の
毎
月
支
給
」
の

実
現
な
ど
を
求
め
る
意
見
書
を

内
閣
総
理
大
臣
宛
に
提
出
す

る
。
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総務民生常任委員会

「若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める請願」全会一致で採択
村政一般、庶務、民生、保健、他の委員会に属さない事項を所管

「若者も高齢者も安心できる
年金制度の実現を求める意見書」
意見書抜粋

　年金は、高齢者が生きるための命綱です。この年金が５年間で４回引き下げられ
ました。年金削減の流れによる影響は、高齢者だけに止まりません。また年金収入は、
地方の財政・経済にとって大きな役割を果たしています。年金の引き下げは、地方
自治体にとっても大きな影響を与えます。このように年金は、高齢者だけでなく現
役世代の「将来」や自治体の財政にとっても非常に大事なものです。
　このような状況を改善するために、地方自治法第99条の規定により、マクロ経
済スライドの廃止、「最低保障年金制度」の早期実現をめざし、年金の毎月支給を実
現し、支給開始年齢をこれ以上引き上げないことを求めて、「若者も高齢者も安心
できる年金制度の実現を求める意見書」を提出します。
　　平成28年３月18日
　　内閣総理大臣　安倍　晋三　様

群馬県利根郡昭和村議会　

請
願
の
採
択
を
受
け
、

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
に
意
見
書
を
提
出
！

付託された予算案を審査
議案第23号　28年度一般会計予算（歳出）

款 前年度比 主なもの 参考意見
１款　議会費 451万円減 議員共済給付費負担金

２款　総務費 250万円増
総合管理計画策定委託料
公会計システム委託料
ふるさと納税特産品返礼事業

土地開発公社の活用
路線バスの見直し

３款　民生費 １億210万円増

臨時福祉給付金
国民健康保険基盤安定繰出金
社会福祉協議会活動事業
介護基盤等整備事業費補助金
家族介護慰労事業
教育・保育給付事業

４款　衛生費 789万円増 成人病予防検診
不妊治療費

消防団員の健康診断実施

５款　労働費 前年と同額 住宅建設資金補助金
９款　消防費 ２億７千444万円減 消防団員活動服更新等 防災無線工事終了の為
12款  公債費 １千383万円増
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３
月
16
日
に
文
教
産
建
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ

た
請
願
箇
所
に
つ
い
て
現
地
調

査
を
実
施
し
、
そ
の
後
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

常
木
地
区
の
請
願
箇
所
を
審
査

　
「
請
願
書　

村
道
吹
張
常
木

線　

路
肩
安
全
工
事
の
お
願
い

に
つ
い
て
」で
は
、
当
該
村
道

は
地
域
住
民
の
生
活
道
路
で
あ

り
、
通
学
路
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
幅
員
も
狭

く
、
路
肩
が
も
ろ
く
て
弱
い
た

め
安
全
対
策
工
事
の
施
工
が
必

要
と
の
こ
と
か
ら
、
全
会
一
致

で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
案
を
慎
重
審
議

　

付
託
さ
れ
た
平
成
28
年
度
予

算
案
で
は
、
農
道
整
備
事
業
や

森
林
整
備
事
業
の
ほ
か
、
橋
の

補
修
工
事
等
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
の
教
科

書
改
訂
や
、
大
河
原
小
学
校

プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
改
修
工
事
な

ど
も
予
算
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

採
決
を
行
っ
た
結
果
、
一
般

会
計
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数

で
、
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計

予
算
と
農
業
集

落
排
水
事
業
特

別
会
計
予
算
に

つ
い
て
は
全
会

一
致
で
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
各

般
に
わ
た
り

質
疑
や
意
見
交

換
を
行
い
ま
し

た
。

文教産建常任委員会

安全確保に向けた取り組みを
教育、産業、経済、土木、建設、簡易水道、農業集落排水等に関する事項を所管

常木区長より説明常木区長より説明

付託された予算案を審査
議案第23号　平成28年度一般会計予算（歳出）

款 前年度比 主なもの 参考意見

４款　衛生費 ３千277万円増 簡易水道特別会計への繰出金

６款　農林水
　　　産業費 ４千687万円増

赤城北ろく土地改良事業費 
農道整備事業 
森林整備事業

多面的機能交付金事業の活用 
除草作業を検討 
 

７款　商工費 149万円減 商工振興事業 農産物輸出促進事業を推進

８款　土木費 １千398万円減 道路維持管理事業 
橋梁維持事業 

新築住宅補助金の有効活用

10款　教育費 １千454万円減 中学校教科書改訂 
大河原小プールサイド改修工事

11款　災害復
　　旧費 １万円増 農地災害復旧費
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提出された議案等と賛否一覧
※○は賛成　　●は反対
※議長は、採決に加わらない。

林　

祐
司

藤
井
貞
充

藤
井
照
明

高
橋
隆
雄

永
井
一
行

横
坂
末
吉

兵
藤
喜
孝

加
藤　

生

藤
井
富
夫

林　

幸
司

加
藤
美
昭

髙
橋
曻
三

第１回定例会 （平成28年３月７日～18日）

承認第 １号 専決処分事項の承認を求めることについて（平成27年度一般
会計補正予算（第６号））

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 １号 農業委員会の委員任命の同意について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第 ２号 行政不服審査会条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 ３号 行政不服審査法の規定による提出資料等の写し等の交付に係
る手数料に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 ４号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 ５号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一
部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 ６号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 ７号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 ８号 情報公開条例及び昭和村個人情報保護条例の一部を改正する
条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 ９号 職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改正
する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第10号 税条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第11号 固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第12号 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第13号

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運
営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第14号 小口資金融資促進条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第15号 体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第16号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第17号 平成27年度一般会計補正予算（第７号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第18号 平成27年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第19号 平成27年度簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第20号
平成27年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第21号 平成27年度介護保険特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第22号
平成27年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につい
て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第23号 平成28年度一般会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ －
議案第24号 平成28年度国民健康保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第25号 平成28年度簡易水道事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第26号 平成28年度農業集落排水事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第27号 平成28年度介護保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第28号 平成28年度後期高齢者医療特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第29号 教育長の任命同意について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第30号 教育委員会委員の任命同意について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議第 １号
若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める意見書に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
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一般質問

これまでの４年間について
村長村長　自主自立を目指して

永井　一行 議員

一般質問一般質問

26
年
度
の
自
主
財
源
比
率
は

35
・
９
％
と
低
い
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
自
主
自
立
の
た

め
に
自
主
財
源
確
保
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

子
育
て
に
や
さ
し
い
村
、

高
齢
者
が
安
心
で
き
る
村
、

ま
た
安
全
で
住
み
よ
い
村
づ

く
り
、
災
害
に
も
強
い
村
づ

く
り
と
し
て
、
防
災
行
政
無

線
の
整
備
や
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

（
電
気
料
村
負
担
）に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

就
任
時
、
財
政
の
健

全
化
、「
元
気
で
住

み
よ
い
村
づ
く
り
」を
掲
げ

て
い
た
が
、
改
善
が
図
ら
れ

た
と
思
わ
れ
る
か
。

　

財
政
に
つ
い
て
は
、
就
任

当
初
の
平
成
24
年
度
に
は
約

59
億
４
０
０
万
円
の
借
入
残

高
が
、
平
成
27
年
度
決
算

（
予
定
）で
は
約
９
億
２
８
０

０
万
円
減
少
し
、
基
金
に
つ

い
て
は
約
８
億
４
０
０
０
万

円
増
額
し
て
い
ま
す
。
平
成

次
期
村
長
選
へ
の
出

馬
を
表
明
し
て
い
る

の
で
伺
う
が
、
第
５
次
総

合
計
画
の
中
で
10
年
間
の
進

む
べ
き
方
向
が
示
さ
れ
て
い

る
。
元
気
な
村
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
必
要
と
思
う
こ
と

は
。

　

総
合
計
画
の
策
定
の
際
に

実
施
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
村

答
村　

長

問

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
に
つ
い
て

答
村　

長

問

民
と
行
政
が
連
携
し
住
民
参

画
、
協
働
の
村
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

　

商
業
・
工
業
と
連
携
し
な

が
ら
農
業
先
進
の
村
、
子
ど

も
と
お
年
寄
り
に
や
さ
し
い

村
、
村
民
が
元
気
で
住
み
よ

い
村
を
構
築
す
る
た
め
、
村

の
特
性
・
資
源
を
最
大
限
に

生
か
し
た
村
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

第５次総合計画第５次総合計画
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一般質問一般質問

税
理
士
法
第
50
条
第

１
項
で
は
、
税
務
書

類
の
作
成
や
申
告
相
談
は
二

月
以
内
の
間
と
許
可
期
間
の

規
定
は
あ
る
が
、
曜
日
の
規

定
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

各
市
町
村
で
決
め
ら
れ
る
の

か
。

　

関
東
信
越
国
税
局
長
よ
り

平
成
28
年
１
月
18
日
か
ら
３

月
15
日
ま
で
の
間
、
臨
時
の

税
務
書
類
の
作
成
等
の
許
可

を
い
た
だ
き
、
村
県
民
税
の

申
告
相
談
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
税
目
や
許
可
期
間
等
は

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
曜

日
の
指
定
は
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。 答

税
務
課
長

問

昭
和
村
に
も
、
様
々

な
職
種
の
納
税
者
が

い
る
。
納
税
者
の
便
宜
を
図

る
た
め
に
も
平
日
だ
け
で
な

く
、
１
日
だ
け
で
も
い
い
の

で
日
曜
日
に
も
申
告
相
談
を

実
施
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

日曜日にも申告相談受付の
行政サービスの実施を

村長村長　次年度より実施
林　祐司 議員

　

村
税
の
徴
収
率
は
、
98
・

３
％
と
県
内
で
２
番
目
に
高

く
、
村
民
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
税
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
貴

重
な
財
源
で
あ
り
ま
す
。
平

日
は
申
告
相
談
に
行
け
な
い

方
々
に
配
慮
す
る
観
点
か

ら
、
次
年
度
以
降
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

問

答
村　

長



11

一般質問一般質問

子
ど
も
た
ち
が
本
を

読
む
こ
と
の
お
も
し

ろ
さ
を
知
っ
て
読
解
力
を
身

に
つ
け
、
更
に
英
語
教
育
に

つ
い
て
は
幼
児
の
頃
か
ら
学

ん
だ
方
が
発
音
が
き
れ
い
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
板

橋
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

経
済
、
社
会
等
国
際
化
が

急
速
に
進
展
す
る
中
で
英
語

答
教
育
長

問

保
育
園
の
民
営
化
が
進
ん
で
い
る
が

が
使
え
る
日
本
人
を
育
成
す

る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で

す
。
平
成
32
年
か
ら
小
学
３

年
は
英
語
活
動
が
導
入
さ

れ
、
５
年
生
は
教
科
と
な
り

ま
す
。

　

将
来
的
に
は
小
中
一
貫
教

育
が
全
国
的
に
も
導
入
さ
れ

て
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
し
て
、
今
後
の

検
討
課
題
だ
ろ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

小学生の英語教育見解は

教育長教育長　小中一貫教育を視野に
加藤　生 議員

ＡＬＴとの英語教室ＡＬＴとの英語教室

民
営
化
が
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
大
事

な
乳
幼
児
を
預
か
る
場
所
で

あ
る
保
育
園
を
今
後
ど
の
よ

う
な
形
で
経
営
す
る
の
か
。

　

ま
た
同
一
労
働
同
一
賃
金

の
、
村
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

乳
幼
児
期
は
一
生
に
か
か

わ
る
大
切
な
時
期
で
健
康
で

安
全
な
生
活
を
送
り
必
要
な

習
慣
や
知
識
を
身
に
つ
け
ら

問答
村　

長

れ
る
よ
う
、
保
育
士
が
細
心

の
対
応
を
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
民
営
化
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

正
規
職
員
の
保
育
士
と
臨

時
職
員
の
保
育
士
で
も
、
大

事
な
子
供
を
保
護
者
か
ら
預

か
り
同
じ
責
任
を
負
う
保
育

士
で
あ
り
ま
す
。
雇
用
の
形

態
に
よ
っ
て
賃
金
や
待
遇
に

格
差
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
格
差
の
是
正
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一般質問一般質問

昭
和
村
の
美
し
い
自

然
景
観
や
農
村
風
景

や
伝
統
の
祭
り
な
ど
を
映
像

に
残
す
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
物
語
化
す
る

こ
と
で
活
用
が
広
が
り
、
宣

伝
効
果
に
も
つ
な
が
る
。
村

民
が
力
を
合
わ
せ
一
つ
の
こ

と
を
つ
く
り
上
げ
る
取
り
組

み
と
し
て
、
親
し
み
が
持
て

る
村
民
参
加
型
映
画
づ
く
り

を
願
う
が
。

昭
和
村
で
は
２
年
後

に
合
併
60
周
年
を
迎

え
る
。
人
口
の
減
少
、
組
織

の
減
少
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合

意
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
て
お
り
、
変
化
の
激
し

い
時
代
で
あ
る
が
、
村
民
が

村
に
対
す
る
愛
着
度
を
高

め
、
村
づ
く
り
に
積
極
的
に

参
加
し
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
記
念
事
業
の
取
り
組
み

を
願
う
が
。

問

村
民
参
加
型
映
画
づ
く
り
を

　

記
念
事
業
へ
の
計
画
に
つ

い
て
も
早
い
時
期
に
検
討
で

き
る
テ
ー
ブ
ル
を
設
け
て
進

め
て
い
く
こ
と
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問

合併60周年に向けた
記念事業を

村長村長　早い時期に検討
兵藤　喜孝 議員

答
村　

長

50周年記念コンサート50周年記念コンサート

　

映
画
の
骨
格
と
な
る
企

画
、
脚
本
の
制
作
、
監
督
、

役
者
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ
な
ど

の
多
く
の
人
材
、
制
作
に
要

す
る
費
用
な
ど
、
映
画
制
作

に
至
る
ま
で
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
り
、
綿
密
な
計

画
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
具
体
的
な
ご
提
案

を
い
た
だ
い
た
後
に
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

答
村　

長
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一般質問一般質問

障
害
者
差
別
解
消
法

と
改
正
障
害
者
雇
用

促
進
法
の
施
行
に
伴
い
、
解

消
策
、
雇
用
促
進
策
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
手
話
言
語
条
例
の

制
定
を
求
め
る
。

　

法
規
定
ど
お
り
、
職
員
対

応
要
領
を
制
定
し
、
詳
細
な

義
務
教
育
無
償
の
立

場
に
立
て
ば
、
本
来

は
無
償
と
す
べ
き
だ
。

　

県
内
で
も
多
く
の
市
町
村

が
軽
減
・
無
料
化
を
実
施
し
、

多
く
の
県
議
や
市
町
村
長
が

公
約
に
掲
げ
、
み
ど
り
市
が

完
全
無
料
化
の
方
針
を
明
ら

か
に
す
る
な
ど
確
実
に
増
え

て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い

く
お
考
え
な
の
か
伺
い
た
い
。

  
県
内
で
は
、
子
育
支
援
策

と
し
て
、
上
野
村
・
南
牧
村
・

神
流
町
が
全
額
免
除
し
て
い

る
ほ
か
、
17
市
町
村
が
一
部

補
助
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
国
や
他
市
町
村
の

情
勢
等
を
把
握
し
な
が
ら
研

究
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

若
手
農
業
者
か
ら
農

地
造
成
を
求
め
る
声

が
強
く
あ
り
、
村
が
購
入
し

た
ゴ
ル
フ
場
計
画
地｢

千
年

の
森｣

約
98
㌶
の
活
用
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、｢

昭
和
の
森
ゴ
ル

フ
場｣

の
経
営
が
厳
し
い
中
、

決
断
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
農
地
活

用
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る

の
か
伺
い
た
い
。

　

約
98
㌶
の
う
ち
、
サ
ッ

カ
ー
場
と
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
等

で
約
25
㌶
、
保
安
林
等
制
限

地
が
約
31
㌶
、
急
峻
地
が
約

22
㌶
で
、
残
り
約
20
㌶
が
利

用
可
能
で
す
が
、
広
葉
樹
が

多
く
良
好
な
自
然
環
境
が
残

る
場
所
で
も
あ
り
、
十
分
な

検
討
が
必
要
で
す
。

　

昭
和
の
森
ゴ
ル
フ
場
は
、

グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ
が
改
善

に
努
力
し
て
お
り
、
来
年

度
、
経
営
改
善
と
老
朽
施
設

を
含
め
た
今
後
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
り

ま
す
。

答
村　

長

松
の
木｢

千
年
の
森｣

村
有
林
な
ど

農
地
造
成
を

問

問

問

答
村　

長

答
村　

長

障
が
い
者
の
差
別
解
消
策
は

給食費を軽減･無料化している県内20市町村

◆完全無料化３町村

上野村、南牧村、神流町

◆一部無料化17市町村

前橋市、桐生市、太田市、富岡市、安中市、
下仁田町、大泉町、邑楽町、榛東村、甘楽町、
吉岡町、明和町、中之条町、草津町、嬬恋村、
高山村、片品村

学校給食費の軽減･無料化を
村長村長　情勢等を把握しながら

研究してまいりたい林　　幸司 議員

留
意
事
項
を
作
成
し
ま
す
。

　

法
定
雇
用
率
２･

３
％
は

満
た
し
て
い
ま
す
が
、
引
き

上
げ
を
視
野
に
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
に
手
話
通
訳
者

派
遣
事
業
実
施
要
綱
を
制
定

し
ま
し
た
が
、
条
例
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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視視視視調調調調話話話話視　察・調　査・トピックス視　察・調　査・トピックス

行
政
視
察

行
政
視
察

　

２
月
３
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
、徳
島
・

岡
山
２
県
を
総
務
民
生
常
任
委
員
会
、
文

教
産
建
常
任
委
員
会
合
同
で
視
察
し
ま
し

た
。

　

徳
島
県
上
勝
町

　

四
国
で
一
番
小
さ
な
こ
の
町
は「
葉
っ

ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
で
全
国
的
に
有
名
で
す

が
、
13
年
前
に
は
、
２
０
２
０
年
ま
で
に

ご
み
ゼ
ロ（
ゼ
ロ
・
ウ
エ
イ
ス
ト
）を
宣
言

し
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
町
で
は
ご
み

を
34
に
分
別
し
、
焼
却
埋
め
立
て
さ
れ
る

有
害
な
ゴ
ミ
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け

る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

  

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
き
れ
い
な
空
気

や
お
い
し
い
水
、
豊
か
な
大
地
を
継
承
す

る
た
め
の
宣
言
だ
そ
う
で
す
。
本
村
で
も

取
り
組
め
る
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

岡
山
県
瀬
戸
内
市

　

人
口
３
万
８
千
人
余
り
で
備
前
長
船
と

よ
ば
れ
る
刀
剣
の
生
産
で
有
名
な
所
で

す
。
塩
田
跡
地
を
利
用
し
大
規
模
太
陽
光

発
電
所
、
企
業
誘
致
、
定
住
促
進
な
ど
に

つ
い
て
市
議
会
議
員
及
び
執
行
部
の
方
々

と
意
見
交
換
を
し
て
き
ま
し
た
。
人
口
減

少
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
こ
と
は
本
村
も

同
じ
と
感
じ
ま
し
た
。

玉村町と交流会玉村町と交流会 議員研修会議員研修会
　

２
月
13
日
、「
ウ
ィ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１

６
」
が
開
催
さ
れ
、
玉
村
町

か
ら
町
長
、
議
会
議
員
の
皆

さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

交
流
会
を
し
た
後
、
見
事
な

雪
上
花
火
を
観
賞
し
ま
し
た
。

　１月25日、県町村議会議長会の峯岸茂己
氏を招き「地方議会の制度と運営について」を
テーマに議会に関する法令等について議員必
携を参考に研修しました。
　大変有意義な時間でした。
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みなさんからの請願・陳情みなさんからの請願・陳情
自　平成26年12月２日　至　平成27年５月27日自　平成28年１月12日　至　平成28年２月24日

受理
番号

受　理
年月日 件　　　　　名 請願・陳情者 紹介議員

氏　　名
付　託
委員会

審議
結果

22 H28. １.12
（郵送）

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予
防、その危険性や予後の相談の出来る窓口
などの設置を求める陳情

大阪府東大阪市六万寺町
軽度外傷性脳損傷仲間の会
　代表　　　藤本久美子ほか

配布
のみ

23 H28. ２.12 若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める請願

前橋市樋越町
全日本年金者組合群馬県本部
　委員長　　　　　女屋定俊
　利根支部支部長　林　マツ

林　幸司 総務
民生

採択
（意見書提出）

24 H28. ２.18

請願書　現在及び将来の民・国民に、名
実共に平和で豊かな生活を保障する日本
にするため、「国際平和支援法・平和安
全法制整備法の廃止」に関する意見書の
提出を求める請願

沼田市白岩町
利根沼田労働組合会議
　議長　加藤　貴   外111名

林　幸司 総務
民生

趣旨
採択

25 H28. ２.18
「国際平和支援法・平和安全法制整備法
を廃止するよう」意見書の提出を求める
請願書

沼田市坊新田町
戦争をさせない利根沼田実行
委員会
実行委員長　　　　都築　靖
昭和村大字赤城原　持田宗武

林　幸司 総務
民生

趣旨
採択

26 H28. ２.23
「国際平和支援法・平和安全法制整備法
を廃止するよう」意見書の提出を求める
請願書

沼田市恩田町
 利根沼田平和委員会
 　会長　佐藤卓三　  外６名

林　幸司 総務
民生

趣旨
採択

27 H28. ２.23 「平和安全保障関連法（戦争法）」を廃止するよう、意見書提出を求める請願書
沼田市恩田町
利根沼田生活と健康を守る会
　代表　　 　　　穂苅清一

林　幸司 総務
民生

趣旨
採択

28 H28. ２.24 請願書　村道吹張常木線　路肩安全工事のお願いについて 　常木区長　　　 金子幸雄 加藤　生
高橋隆雄

文教
産建 採択

２5日

26日

27日

29日

３日～５日

７日

13日

15日

16日
   

20日

23日

25日

26日

７日

８日

９日

10日

11日

13日

14日

15日

16日

18日

23日

24日

26日

28日

30日

４日

５日

７日

８日

11日

14日

16日

●議員研修会

●中学生海外派遣推進委員会

●FMOZE賀詞交歓会

●議会全員協議会
●学校給食試食会

●議会視察研修（徳島県上勝町・岡山
県瀬戸内市ほか）

●ピンポンフェスティバル

●ウィンターフェスティバル2016
●玉村町議会との交流会

●定例議長会
●広域圏議員協議会
●学校組合議員協議会

●県町村議会議長会定期総会    

●生涯学習大会

●簡易水道運営協議会

●広域組合議会定例会
●学校組合議会定例会
●沼田市外二箇村清掃施設組合議会
定例会

●議会運営委員会
●議会全員協議会

●第１回昭和村議会定例会
●本会議（初日）

●議会全員協議会

●議会全員協議会

●議会全員協議会
●議会広報編集特別委員会

●昭和中学校卒業式

●村民芸能祭

●本会議（第２日）

●総務民生常任委員会

●文教産建常任委員会

●本会議（最終日）

●議会広報編集特別委員会

●東小学校・南小学校・大河原小学校
卒業式

●家族経営協定調印式

●第一保育園・第二保育園・子育保育
園卒園式

●商工会役員との意見交換会

●固定系防災行政無線施設開局式

●玉村町議会との交流会(玉村町)

●第一保育園・第二保育園・子育保育
園入園式

●昭和中学校入学式
●東小学校・南小学校・大河原小学校
入学式

●議会広報編集特別委員会

●定例議長会
●広域圏議員協議会
●利根沼田春季行政懇談会

●議会広報編集特別委員会

●村の木「さくら」記念植樹

２5日 ●議員●議員員研修会員研修会会

４月

１月

２月

３月
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追跡追跡
シリーズ　　
25糸

井
滝
寺
区
東
南
山
側
の
山
林
整
備
の
請
願
は

（
平
成
27
年
３
月
定
例
議
会
一
般
質
問
）

　

議
員
が
行
う
提
言
な
ど
は
、
村
政
に

ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
皆
さ
ん

か
ら
の
請
願
や
陳
情
は
議
会
採
択
後
、

ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

そ
の
後
の
経
過
を
追
跡
し
ま
す
。

　滝寺区長より、滝寺区東南側の山林は、急傾斜地のため
防護壁や土砂防護ネットの施工により安全と安心が保たれ
ています。しか

し、杉や樹木が大木に成長
し、台風や豪雪時には倒木
により倉庫の屋根などに大
変な被害がありました。ま
た、日照時間も減ってし
まっている状況であるた
め、大木の伐採や間伐をお
願いしますとの請願が提出
されました。

　文教産建常任委員会において現地調査を行い、現地で地
元の方々の説明を聞きました。その後、審査を行い採択とし、
村当局に対し早急に事業に着手するようお願いしました。

その後
　滝寺区では、地権者の同意を得て工事の準備を進め、ぐんま緑
の県民基金を活用し、平成27年11月から第１期の伐採工事にと
りかかり、民家へ倒木する恐れがある樹木の伐採を平成28年２月
末に完了しました。この場所は、急傾斜地であることから３期に
分け事業を進め、今後は日陰解消のための２期工事を進める予定
です。

あ
の
問問
題題
は
今今
…

問

答
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今
回
は
保
育
園
児
を
持
つ

方
々
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

「
子
育
て
と
仕
事
」　

星
野　

美
香
さ
ん

　
「
た
だ
い
ま
」「
お
か
え
り
」

　

こ
の
挨
拶
が
私
と
子
供
た
ち

の
一
日
で
初
め
て
の
会
話
で
す
。

　

私
は
結
婚
す
る
以
前
よ
り
パ

ン
屋
で
働
い
て
い
ま
す
。
朝
は

子
供
が
起
き
た
時
、
母
親
が
い

な
い
の
は
子
供
が
可
哀
想
、
寂

し
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
自
分

自
身
も
そ
の
こ
と
で
、
そ
れ
で

い
い
の
か
迷
い
考
え
仕
事
を
辞

め
よ
う
か
と
悩
む
こ
と
が
何
度

も
あ
り
ま
す
。で
も
そ
ん
な
時
、

娘
が
言
っ
て
く
れ
た
「
マ
マ
の

作
る
パ
ン
は
美
味
し
い
し
、
マ

マ
の
仕
事
し
て
る
姿
は
格
好
い

い
よ
」こ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
、

思
わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
仕
事
を
娘
が
こ
ん
な
風

に
思
っ
て
く
れ
て
い
た
こ
と
に

嬉
し
く
思
い
、
同
時
に
優
し
さ

や
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ

は
自
分
に
と
っ
て
も
励
み
に
な

り
、
仕
事
に
も
自
信
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ

れ
ま
で
は
自
分
が
頑
張
っ
て
子

育
て
を
や
ら
な
き
ゃ
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
、
私
に
は
支
え
て

く
れ
て
助
け
て
く
れ
る
夫
や
両

親
が
い
ま
す
。
で
き
な
い
こ
と

は
互
い
に
助
け
合
い
、
精
一
杯

の
愛
情
を
持
っ
て
み
ん
な
で
子

供
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
将
来
、
娘
と
一
緒
に
パ

ン
屋
を
し
た
い
で
す
。
そ
れ
ま

で
寂
し
い
思
い
、
大
変
な
こ

と
、
あ
る
と
思
う
け
ど
頑
張
ろ

う
ね
！
し
ず
く
。

「
昭
和
村
で
の
子
育
て
」

　

堤　

奏
子
さ
ん

　

母
に
な
っ
て
６
年
。
特
別
な

教
育
方
針
も
ポ
リ
シ
ー
も
な
く

子
育
て
し
て
い
ま
す
が
、
長
女

は
お
手
伝
い
上
手
の
し
っ
か
り

者
に
、
長
男
は
や
ん
ち
ゃ
な
甘

え
上
手
に
、
同
じ
よ
う
に
接
し

て
き
た
の
に
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を

持
っ
て
伸
び
伸
び
成
長
し
て
い

ま
す
。

　

日
々
、
昭
和
村
の
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
て
、
祖
父
母
に
は

か
わ
い
が
ら
れ
地
域
の
方
に
は

優
し
く
声
を
掛
け
て
も
ら
う
こ

と
も
多
く
、
保
育
園
で
は
先
生

方
に
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
い

た
だ
き
、
親
子
共
々
た
く
さ
ん

の
方
々
に
支
え
て
も
ら
い
、
助

け
て
も
ら
い
な
が
ら
恵
ま
れ
た

環
境
で
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

掃
除
は
少
々
苦
手
で
も
、
お

こ
り
ん
ぼ
う
で
も
、
子
供
た
ち

は
一
日
何
度
も「
マ
マ
大
好
き
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
一
日
で

も
長
く
一
回
で
も
多
く
子
供
た

ち
の「
大
好
き
！
」を
も
ら
え
る

よ
う
に
今
日
も「
マ
マ
」を
楽
し

み
ま
す
。

「
保
育
園
で
の
成
長
」

髙
橋　

進
さ
ん

　

我
が
子
は
、
生
後
10
カ
月
か

ら
保
育
園
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
親
か
ら
離
れ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
初
め
て
で
、
入
園
当
初

は
泣
い
て
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
初
め
て
の

運
動
会
・
発
表
会
と
い
っ
た
行

事
の
時
は
、
親
が
い
る
こ
と
に

気
付
く
と
泣
く
子
だ
っ
た
の

で
、
い
つ
も
隠
れ
て
ビ
デ
オ
撮

影
を
す
る
始
末
で
し
た
。
そ
ん

な
息
子
も
こ
の
４
月
か
ら
小
学

生
。
子
育
保
育
園
で
、
集
団
生

活
を
通
し
て
友
達
を
思
い
や
る

と
い
う
や
さ
し
い
気
持
ち
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
最
後
ま

で
や
り
遂
げ
る
と
い
う
、
成
長

し
て
い
く
上
で
必
要
な
こ
と
を

た
く
さ
ん
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

卒
園
間
近
に
、
こ
ん
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。「
宝
物
は

何
？
」
と
聞
く
と
「
お
父
さ
ん
、

『
友
達
』
に
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ

ん
！
」
と
迷
い
な
く
答
え
て
き

ま
し
た
。
私
は
、
Ｄ
Ｓ
や
お
も

ち
ゃ
と
答
え
る
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
子
供
か
ら
そ
の
言
葉
が

出
た
と
き
正
直
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
。
い
つ
の
間
に
か
成
長
し

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

子
育
保
育
園
の
先
生
方
、
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
温

か
く
時
に
厳
し
く
指
導
い
た
だ

き
子
供
た
ち
は
と
て
も
成
長
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
や

さ
し
く
思
い
や
り
の
あ
る
子
供

た
ち
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

声声
聞きたい、知りたい

みん
なの
みん
なの

（松ノ木平第一）

（吹張）

（北部）
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利
根
沼
田
猟
友
会
昭
和
支
部
は
会
員

19
名
が
登
録
し
て
お
り
、
狩
猟
を
目
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
鳥
獣
の
農
作
物
等
に
及

ぼ
す
被
害
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
会
員
全
員
が
村
長
よ
り
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
に
任
命
さ
れ
、
有

害
鳥
獣
の
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
実
績
は
、
く
く
り
わ
な
、
箱
わ
な
を
設
置
し
、
イ
ノ
シ
シ
７

頭
、
シ
カ
１
０
２
頭
、
熊
１
頭
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
11
頭
を
捕
獲
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
冬
の
狩
猟
期
間
中
も
イ

ノ
シ
シ
11
頭
、
シ
カ
35
頭
、
カ
ラ

ス
59
羽
、
カ
モ
シ
カ
８
頭
を
捕
獲

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
生
越
地
区
に
お
い
て

は
、
サ
ル
の
出
没
が
あ
り
煙
火
を

利
用
し
た
追
い
払
い
や
、
箱
わ
な

に
よ
る
捕
獲
等
の
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
が
、
猟
友
会
員
だ
け
で

は
、
田
や
畑
は
守
り
切
れ
ま
せ
ん

の
で
、
村
民
の
皆
様
方
の
お
知
恵

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

人

地
域
地
域
で
が
ん
ば
る

シ
リ
ー
ズ
35

材料（４人分）
板こんにゃく…200g、 豚肉…200ｇ、 キャベツ…250
ｇ、 ピーマン…２個、 長ねぎ… １本、 おろしにんにく
…小さじ½  、 サラダ油…小さじ１、 片栗粉…大さじ１、 
豆板醬…小さじ１、A【みそ…大さじ１（18g）、しょ
うゆ…大さじ１（18g）、砂糖…大さじ 1（9g）、酒…大
さじ２（30g）、ごま油…小さじ１（4g）】

作り方
①  板こんにゃくは横半分に切り、２～３㎜幅に切る。
下ゆでして湯をきる。

②  キャベツ、ピーマンは一口大に切る。ねぎは斜め切
りにする。

③  豚肉は食べやすい大きさに切り、薄く片栗粉をまぶ
しておく。

④ Aを混ぜ合わせ、『合わせ調味料』を作る。
⑤  フライパンにサラダ油を熱し、にんにく、豚肉を炒
める。キャベツ、ピーマン、ねぎ、こんにゃく、　

豆板醬も加えて炒める。
⑥  ④の『合わせ調味料』を入れて、全体になじ
ませる。

栄養価 （１人分）
エネルギー：193kcal、塩分：1.6g
・豆板醬の量はお好みで調整してください。

有害鳥獣対策に取り組むみなさん有害鳥獣対策に取り組むみなさん

春春の健康ちょこっとレシピレシピ　（昭和村管理栄養士　堤　梨紗）

支
部
長　

諸
田
貞
明
さ
ん

利
根
沼
田
猟
友
会
昭
和
支
部

こ
ん
に
ゃ
く
の

こ
ん
に
ゃ
く
の
回回ホ

イ
コ
ウ
ロ
ウ

ホ
イ
コ
ウ
ロ
ウ

鍋
肉
鍋
肉
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「
出
逢
い
の
春
」

　

４
月
に
入
り
新
年
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

村
で
は
、
３
月
30
日
に
防
災
行
政

無
線
施
設
の
開
局
式
が
あ
り
、
防
災

の
ス
タ
ー
ト
日
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
一
年
安
全
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
は
入
園
や
入
学
と
い
っ
た
出

逢
い
の
時
で
あ
り
ま
す
。
今
冬
は
暖

冬
で
こ
れ
か
ら
の
天
気
も
心
配
さ
れ

ま
す
が
、
昭
和
村
民
が
幸
福
に
暮
ら

せ
る
よ
う
議
会
で
も
一
生
懸
命
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

            

藤
井　

照
明　

記

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

藤
井　

貞
充

　

副
委
員
長　

高
橋　

隆
雄

　

委　
　

員

　
　

永
井　

一
行　

横
坂　

末
吉

　
　

林　
　

祐
司　

藤
井　

照
明

　
　

加
藤　

美
昭　

髙
橋　

曻
三

（永井上組）


